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由
今
月
の
健
康

保
健
衛
生
課

歯
み
が
き
の
習
慣
は
〇
歳
か
ら

手
足
の
汚
れ
に
は
気
が
つ
い
て
も

日
の
中
の
汚
れ
に
は
、
無
間
心
な
お

母
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。
食
べ
上

あ
と
の
U
の
中
は
、
食
べ
か
す
な
ど

で
大
変
汚
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
日
の
中

に
は
梓
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

食
べ
た
ら
歯
を
み
が
く
習
慣
は
、

〇
歳
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

前
歯
が
は
え
そ
ろ
っ
た
ら

水
を
含
ま
せ
た
清
潔
な
ガ
ー
ゼ

や
脱
脂
綿
を
指
先
に
巻
い
て
、
腑

の
哀
感
の
よ
ご
れ
を
軽
く
ふ
き
と

っ
て
下
さ
い
。

帖
暇
を
傷
つ
け
を
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

誕
生
を
迎
え
た
ら

で
き
る
だ
け
、
朝
晩
の
二
回
は

お
母
さ
ん
が
、
小
さ
な
胸
ブ
ラ
シ

で
み
が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ゥ

二
歳
を
す
ぎ
た
ら

的
ブ
ラ
シ
を
、
幼
児
の
お
も
ち

ゃ
代
わ
り
に
持
た
せ
、
．
人
で
み

が
く
準
備
を
始
め
ま
し
上
う
。

僻
み
が
き
粉
は
い
り
ま
せ
ん
）

不
充
分
を
と
こ
ろ
は
、
後
で
お
付

き
ん
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

僻
み
が
き
は
、
習
慣
づ
け
て
し
ま

え
ば
少
し
も
面
倒
な
こ
と
は
あ
り
ま

せん。一
人
で
上
手
に
み
が
け
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
五
歳
く
ら
い
に
在
っ
て

か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
お
は
さ

ん
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

卜
日
．
日
、
同
勢
調
花
の
行
わ
れ

る
日
で
す
。

川
勢
凋
花
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
正
午
こ

と
に
宰
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
ケ

回
は
卜
二
．
回
目
に
な
り
ま
す
。

（
■
董
項
目
）

判
女
の
別
、
川
竹
の
年
目
、
世
昔

構
戌
、
就
業
状
態
な
と
の
は
か
、
規

住
居
へ
の
入
り
時
期
、
通
勤
、
通
八
．
い

先
と
別
〓
す
る
ト
父
油
卜
段
な
ど
全
部

ぐ
．
．
卜
二
項
H
n

〈
■
董
A
V

凋
在
日
は
、
‖
流
会
、
婦
人
会
、

人
‥
・
い
隼
の
み
な
さ
ん
が
大
部
分
で
す

半
放
目
上
の
ガ
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

調
た
日
と
し
て
経
験
を
相
ん
だ
ベ
テ

ラ
ン
で
す
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
点
は

ハ
八
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
J

凋
正
目
は
、
九
日
二
卜
四
日
か
ら

ー
ト
日
ま
で
の
周
に
、
み
な
さ
ん
の

こ
宮
越
を
訪
問
し
、
劇
七
几
噌
小
を
お
配

り
L
ま
す
。

こ
記
入
い
た
だ
い
た
凋
克
票
は
、

卜
日
．
‖
～
左
目
の
問
に
凋
来
1
L
H
が

お
伺
い
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
お
渡

し
／
、
だ
さ
い
。

な
お
、
凋
度
目
が
お
伺
い
す
る
時

十
月
一
日
は
国
勢
調
査

記
入
は
黒
鉛
筆
で
〃
‥

州
に
留
守
だ
っ
た
り
、
調
発
禁
を
虎

撲
凋
在
日
に
提
出
す
る
の
が
㈹
る
と

∵
？
〃
は
、
や
わ
に
川
努
凋
在
机
「

侍
ま
で
こ
通
路
く
だ
さ
い
▼
。

《■壬幕）

こ
記
入
い
た
だ
い
た
調
だ
票
は
、

川
へ
総
理
府
痛
点
局
）
　
に
集
め
ら
れ

そ
の
ま
ま
光
．
‥
√
式
マ
ー
ク
読
昭
袋
帯

と
い
う
機
械
に
か
け
て
仏
∬
さ
れ
ま

こ
の
職
織
は
、
丈
八
．
r
が
わ
く
か
ら

は
み
出
し
て
い
た
り
、
凋
七
几
票
が
析

わ
た
り
、
州
が
り
た
り
、
汚
れ
て
い

た
り
す
る
と
、
1
1
三
確
に
読
み
耶
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
人
目
が
あ
り
ま
す
の

ぐ
、
卜
分
こ
注
蓮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
筆
記
〓
具
は
必
ず
　
「
黒
鉛

や
】
を
お
使
い
く
だ
さ
る
よ
う
わ
麒

い
し
ま
す
。
万
年
職
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

は
、
た
と
え
黒
で
も
絶
対
に
ご
使
川

に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

黒
鉛
堰
以
外
は
　
〝
読
収
装
置
″

が
作
動
し
ま
せ
ん
。
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かでなまつり
行事日程決まる
8月30日仕）・31日

か・て溶まつり行事日程
行　事　　名 �時　間 

野国縫管例祭 � 
柄木綿・農産品及び出店 �13：00～芸！：00 

手 �トランペット鼓隊ブラスバンド瀬 � 
日 �幕　あ　け �16：（旧、18：00 

余　興（婦人会・老人クラブ） 
土 �カラオケ大会 � 

エイサーと盆踊りの夕べ � 

花　火　大　会 � 

柄本市・農産品及び出店 � 

囲　非　大　会 �14：00、 

十 �チビッ子相撲大会（小学生） �14：00、15：00 

日 �子供のど自慢大会（小・中学生） � 

日 �　幕あけ 芸能祭 �16：00、18：00 
素人民謡のど自慢大会 �18：（沖、加：00 
カチャーシー大会 �20：00、21：仰 

花　火　大　会 � 仮装行列（新町通り、54年日月）

昭和55年8月6日広報かでな

車庫証明力当扱れた′ 
中央駐車場スタート 

せ　務．甜　ス　十　　さ　め　連　れ　許　二　台駐　　し　と　の　日　行　公　十　月　用 
下　課　は　に　八　を　れ　抽　し’可　台　に　車　占　ま　し　取　よ　わ　民　時二　説　占 
さ　へ’っ　台　お　た　選　を　予　中　の　対台　用　し　て　れ　り　れ　館　よ　十　明　用 
い　お　町　い　の’○　な　か　定　甜　占　し　敵艦　た　ス　る　車’ホ　り　八　舎駐 
○　聞　役　で　ス　残　　く　っ　台　が　用’一　車　○　タ　駐庫　八1、日　が　車 

い　欄　の　ペ　り　　受　た　放　出　拉一　七　場　　l車　証　月　ル　中　午・、場 
合　総　申1二　　付　た　に　さ　車　四　〇　は　　ト　鳩　明　一　で　央後　七　利 

教：轟　　水　絵　　教　消　美　　　保　　厚建　　任　　　　　税　　企　　総 �新 配 属 先 

妻萱〝道…燕誓〝〝塁〝生設〝民〝〝〝務〝≡〝務 
局校　　課l　局　部】　　　課　　課　課　　課　　　　　課　　課　　課 

上典　塩　高　大久　大字　石嘉　又　徳帝　大　神幸　久　古　英　善　島　新　宮比　当 �氏 名 
江　　　　　　　栄 

原　間　川　洲　田　場　城原　日　数　吉　里河　城　山　地　高　謝　壁瀬袋垣　平東　山 

栄　永　恵　昌　守賢　久　　　夷盛　　慮．秀　吉　洋義　　　美　芳栄　友　政 
美　　　　　　美　　　　　　　　　男 

子　子　子　盛　徳栄　子　孝　護　孝　噸　実　子　子　朗　子　栄　馨孝　一　子幸　介　子　宏 

温厚　任保教新　厚　　　　　新税教　税新　　水企　住　　総　実理　教税 �旧 所 属 課 
手　健胃　　育　面　化育 警生民≡喜採生”〝〝採務芸者採”道程民〝務；設芸格 学　　　　務　済　夕務 

校課　謀課局　用　諜　　　　　用　課　局　課用　　課課　誅　　課l課　局　課 

催閲に㈲

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
育
て
、
活
力
あ
る
豊
か
を
町
を
と
、
か
で
な
ま

つ
り
は
、
八
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の
両
日
嘉
手
納
小
中
学
織
グ
ラ
ン
ド
を

主
会
場
に
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
ま
つ
り
は
、
ま
ま
つ
り
の
気
分
を
か
も
し
だ
す
た
め
、
エ
イ
サ
ー

と
盆
踊
り
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
官
族
そ
ろ
っ
て
ま
つ
り
に
参
加
し
、
秦

し
い
ま
ま
つ
り
に
し
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
、
野
国
権
管
例
祭
（
三
七
五
周
年
）

を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
多
数
の
方
々
の
出
席
を
お
暇

い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
で
な
ま
つ
り

実
施
要
綱

趣
　
旨か
で
な
ま
つ
り
は
　
「
豊
か
な
人

間
性
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
、
泊

力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
」
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
行
い
、
町
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
「
わ
が
ま
ち
」
と
い
う

認
識
を
深
め
る
と
共
に
町
民
の
連

帯
を
図
る
。

（
1
I
　
こ
の
ま
つ
り
は
、
町
民
共
通

の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
鳩
と
す
る
。

闇
　
こ
の
ま
つ
り
は
、
＃
手
酌
の

民
俗
文
化
を
継
ネ
し
、
そ
れ
を

墓
に
、
新
し
い
町
民
文
化
を
創

造
発
展
さ
せ
る
増
と
す
る
。

㈱
　
こ
の
ま
つ
り
は
、
各
檀
産
業

団
体
の
連
帯
と
協
調
を
密
に
し

町
の
経
済
発
展
を
図
る
場
と
す

る。

主
　
催
か
で
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

町
役
場
、
町
議
会
、
教
育
委
員

会
、
町
商
工
会
、
町
農
業
血
同

組
合
、
各
区
自
治
会
、
各
学
校

町
婦
人
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
、

町
青
年
会
、
社
交
稟
癒
合
、
町

体
育
協
会
。

機
檀
・
協
i

嘉
手
納
∵
譲
吉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
・
沖
縄
電
力
・
沖
縄
タ
イ
ム
ス

琉
球
折
報
・
嘉
手
納
地
区
銀
行
協

会
・
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
・
コ
カ
コ

ー
ラ
・
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
・
コ
ザ
信

金
嘉
手
納
支
店
。

期
　
仰

昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
日
（
土
）

よ
り
三
十
一
日
　
（
日
）
　
二
日
聞

合
　
■
書
手
納
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

駐
車
場
の
利
用
脱
明
会

■
　
（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
）

八
月
は
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を

八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が

国
民
年
金
証
書
を
、
町
役
欄
に
提
出

す
る
月
で
す
。

こ
の
手
繰
さ
を
す
れ
ば
、
向
こ
う

一
年
間
の
椙
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
決
ま
り
圭
す
。
も
し
、

こ
の
提
出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
次
の

十
一
月
支
給
分
の
橿
祉
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
年
金
は
、
一
定
績
以
上
の
所

得
が
あ
っ
た
り
、
他
の
公
的
年
金
を

受
け
て
い
た
り
す
る
と
、
支
給
を
停

止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
年
一
回
、
国
民
年
金
証
書
と
二
梓

に
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
わ
け
で
す
。
提
出
の
と
き
、

必
ず
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。業
　
詳
細
に
つ
い
て
は

町
役
場
住
民
澤
へ
ど
う
ぞ

（
凰

昭
和
五
十
五
年
度

町
役
場
人
事
異
動

町
役
場
で
は
、
七
月
一
日
午
前
九

時
よ
り
、
新
採
用
を
含
む
二
十
五
名

の
職
員
人
事
異
動
に
よ
る
、
辞
令
交

付
式
を
本
庁
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
は
、
去
る
六
日
に
行

わ
れ
た
技
能
、
技
術
嘘
の
採
用
試
験

に
合
格
し
た
方
々
で
、
今
回
新
た
に

採
用
に
な
っ
た
六
名
の
職
員
と
、
同

一
擢
勤
務
五
カ
年
以
上
の
職
員
を
対

象
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

異
動
及
び
所
採
用
さ
れ
た
職
貝
は

次
の
通
り
で
す
。
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町内歩行パレード阜青少年の非行防止を訴える。

＝空聖票警慧崇讐竺＝コ

少
年
非
行
の
な
い
街
に

－
　
嘉
手
納
・
読
谷
地
区
住
民
大
会
－

「
壬
だ
′
き
た
え
よ
う
心
と
体
」

r
夜
逝
び
は
〝
す
る
を
″
”
さ
せ
る

な
″
”
見
違
が
す
な
″
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
か
か
げ
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
書
手
納
・
読
谷
地
区
住
民
大
会
」
　
大
全
に
は
、
両
町
村
か
ら
役
ヰ
職

が
、
七
月
十
五
日
午
後
二
時
よ
り
、
　
貝
、
班
会
蹟
員
、
教
育
委
員
、
各
区

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
　
自
治
会
、
小
中
学
校
、
P
T
A
、
婦

入
会
、
青
少
年
補
導
員
、
社
交
業
組

合
な
ど
三
百
人
余
が
事
如
し
ま
し
た
。

大
全
は
、
真
壁
朝
絢
防
犯
協
会
長
の

あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
青
少
年
代
表
、

婦
人
代
表
、
P
T
A
代
表
、
学
校
長

代
表
に
よ
る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
、

青
少
年
の
非
行
防
止
を
訴
え
た
。

青
少
年
代
表
の
決
意
表
明
の
中
で

松
田
ま
ゆ
み
さ
ん
（
井
手
的
中
学
校

生
徒
全
長
）
は
r
青
少
年
の
非
行
は

そ
の
宮
庭
に
大
き
な
原
因
が
あ
る
」

と
し
、
■
日
ご
ろ
か
ら
親
子
の
対
話

が
必
要
で
あ
る
」
　
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
①
夜
遊
び
を
こ
の
地
域

か
ら
追
放
し
ま
す
。
⑧
非
行
を
誘
発

す
る
環
境
を
浄
化
し
ま
す
。
⑨
親
子

の
対
胎
を
推
進
し
、
少
年
の
非
行
を

防
止
し
ま
す
。
　
こ
と
を
も
り
込
ん

だ
大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

大
会
後
、
参
抑
老
全
点
に
よ
り
町

内
歩
行
パ
レ
ー
ド
を
し
、
青
少
年
の

非
行
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

（■旨）私
た
ち
の
生
活
を
豊

か
で
た
の
し
い
も
の
と

す
る
に
は
、
政
治
を
り

っ
ば
を
も
の
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
き
れ
い
を
政
治

が
行
わ
れ
る
に
は
、
明

る
い
選
挙
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
を
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
心
身
と
も

に
清
く
正
し
い
全
国
の

児
童
、
生
徒
の
皆
さ
ん

に
明
る
い
選
挙
を
お
し

す
す
め
る
う
え
に
役
止

つ
ポ
ス
タ
ー
を
か
い
て

も
ら
い
ま
す
。

（
応
募
攫
享

州
内
審
…
明
る
い
選

挙
を
お
し
す
す
め
る
こ

と
を
表
す
も
の
。

㈲
応
募
★
格
…
小
・

中
二
日
向
等
学
校
の

生
徒
二
人
一
点

自
作
の
も
の
）

胤
応
募
期
間
…
昭
和

五
十
五
年
五
月
三
〇

日
よ
り
九
月
十
日

まで。

㈱
攫
出
先
‥
＃
手
納

町
選
挙
管
理
委
員
会

（
町
役
場
住
民
課
内
）

㈱
色
と
大
き
さ
…
色
彩
は
自
由
・

大
き
さ
は
四
五
×
三
〇
m
か
ら

五
五
×
四
〇
m
以
内
。

㈲
応
募
上
の
注
暮
…

○
作
品
の
う
ら
右
下
に
県
名
、
学

校
名
、
学
年
、
氏
名
　
（
ふ
り
が

な
）
、
性
別
を
必
ず
記
入
す
る
。

0
応
募
作
品
は
返
し
ま
せ
ん
。

〇
人
井
作
品
の
版
権
は
主
催
者
側

に
属
し
、
作
品
は
自
由
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（■董）
州
l
〓
次
■
董
…
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
い
て
小
・
中
・
高
別

に
各
三
点
え
ち
び
ま
す
。

㈲
第
二
次
審
査
…
県
選
挙
管
理
香

n
会
に
お
い
て
小
・
中
・
高
別

に
各
五
点
え
ち
び
第
三
次
審
査

に
提
出
し
ま
す
。

㈱
第
三
次
審
査
＝
中
央
書
重

へ
t
V
m
小
・
中
二
申
各
六
点
に
文
部
・

自
治
大
臣
賞
及
び
そ
の
他
副
書

㈲
第
二
次
審
査
入
選
者
生
白
に
記

念
品
を
贈
り
ま
す
。

へ
発
き
昭
和
五
十
五
年
十
月
下
旬

へ
主
■
）都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会

市
町
村
選
挙
管
理
香
月
食

へ
共
僧
）文
部
省
…
自
治
省
・
そ
の
他
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昭和55年度球技大会得点表

種 �ノヾ ス ��′ヾ レ ��′ヾ ミド ��ソ フ ��卓 球 �野 球 �サ �テ �小 計 

目 �ボケ んr ��ポl l ル ��ン ト ン ��ポト l ル ����ツ カ 1 �ス 

区 名 

男 �女 �男 �女 �男 �女 �男 �女 

東　　区 �2 � �6 �7 �6 �2 �6 � �2 �45 �6 �45 �46 

上　　区 �2 � �4 � �2 �2 �2 � �5 �2 �2 �6 �27 

中　　区 �6 �5 �2 �6 �7 �7 �48 �6 �2 �4．5 �45 �3 �575 

北　　区 �7 �7 �7 �4．5 �4．5 �4．5 �7 �7 �6 �7 �2 �7 �705 

南　　区 �5 � �5 � �4．5 �2 �2 � �2 �6 �7 � �335 

西　　区 �4 �6 �2 � �2 �4．5 �45 � �7 �2 �2 � �34 

西浜区 �2 � �2 �45 �2 �6 �2 �5 �4 �2 �4．5 �4．5 �38．5 

嘉手納小職員に凱歌
町内職域親善バレーボール大会

スナップをきかしたや金城選手将違憲孟鐸遠雷∫

－　4　－

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

北
区
体
協
支
部
独
走

町
体
協
球
技
大
会

と
お
り
で
す
。

ホ
三
十
三
回
町
陸
上
競
技
大
会

日
時
…
昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
八

場
所
‥
・
水
釜
町
立
総
合
運
動
場

嘉
手
納
町
体
育
協
会
（
比
嘉
朝
盛

会
畏
）
　
で
は
、
去
る
、
七
月
二
十
七

日
の
各
区
対
抗
テ
ニ
ス
大
会
を
以
っ

て
昭
和
五
十
五
年
度
の
各
区
対
抗
球

技
大
会
の
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

球
技
大
会
は
、
四
月
二
十
七
日
の

卓
球
大
会
を
皮
切
り
に
、
各
種
目
に

お
い
て
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

北
区
休
場
支
部
　
へ
名
和
田
臭
栄
支
部

長
）
が
、
十
二
試
合
中
（
八
種
目
）

に
お
い
て
、
七
試
合
律
勝
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
納
め
、
九
月
二
十
八

日
の
陸
上
競
技
大
会
を
ま
た
ず
し
て
、

昭
和
五
十
五
年
度
の
、
総
合
優
勝
を

決
め
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
町
陸
上
競
技
大
会
は
次
の

一
バ
ト
ミ
ン
ド
ン
大
会（
霧
中
体
育
館
）

町
教
育
委
員
会
で
は
、
第
六
回
職

域
親
善
九
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
全

を
、
去
る
六
月
二
十
八
日
午
後
一
時

半
よ
り
、
嘉
手
納
中
学
校
体
育
館
で

八
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
を
く
り
ひ

ろ
げ
ま
し
た
。

こ
の
大
全
は
、
日
ご
ろ
職
務
に
お

わ
れ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
に
恵
ま

れ
な
い
壮
年
者
と
女
子
を
対
象
に
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
職
場
、
町

民
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
連
帯
麓
盛

の
高
揚
を
周
る
趣
旨
で
、
社
会
体
育

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で

す。
試
合
は
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、

初
戦
か
ら
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
や
珍

プ
レ
ー
が
と
び
だ
し
、
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、

嘉
手
納
小
職
員
と
町
役
場
で
争
わ
れ

フ
ル
セ
ソ
ト
の
末
葉
手
納
小
職
貝
が

初
俺
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

準
決
■
戦

幕
手
柄
小
2

町
役
場
　
2

決
鼻
蠍

幕
手
納
小
2

0
教
育
委

1
尾
長
小

1
町
役
場



広報かでな昭和55年8月6日

かでなまつり
行事日程決まる
8月30日仕）・31日

か・て溶まつり行事日程
行　事　　名 �時　間 

野国縫管例祭 � 
柄木綿・農産品及び出店 �13：00～芸！：00 

手 �トランペット鼓隊ブラスバンド瀬 � 
日 �幕　あ　け �16：（旧、18：00 

余　興（婦人会・老人クラブ） 
土 �カラオケ大会 � 

エイサーと盆踊りの夕べ � 

花　火　大　会 � 

柄本市・農産品及び出店 � 

囲　非　大　会 �14：00、 

十 �チビッ子相撲大会（小学生） �14：00、15：00 

日 �子供のど自慢大会（小・中学生） � 

日 �　幕あけ 芸能祭 �16：00、18：00 
素人民謡のど自慢大会 �18：（沖、加：00 
カチャーシー大会 �20：00、21：仰 

花　火　大　会 � 仮装行列（新町通り、54年日月）

昭和55年8月6日広報かでな

車庫証明力当扱れた′ 
中央駐車場スタート 

せ　務．甜　ス　十　　さ　め　連　れ　許　二　台駐　　し　と　の　日　行　公　十　月　用 
下　課　は　に　八　を　れ　抽　し’可　台　に　車　占　ま　し　取　よ　わ　民　時二　説　占 
さ　へ’っ　台　お　た　選　を　予　中　の　対台　用　し　て　れ　り　れ　館　よ　十　明　用 
い　お　町　い　の’○　な　か　定　甜　占　し　敵艦　た　ス　る　車’ホ　り　八　舎駐 
○　聞　役　で　ス　残　　く　っ　台　が　用’一　車　○　タ　駐庫　八1、日　が　車 

い　欄　の　ペ　り　　受　た　放　出　拉一　七　場　　l車　証　月　ル　中　午・、場 
合　総　申1二　　付　た　に　さ　車　四　〇　は　　ト　鳩　明　一　で　央後　七　利 

教：轟　　水　絵　　教　消　美　　　保　　厚建　　任　　　　　税　　企　　総 �新 配 属 先 

妻萱〝道…燕誓〝〝塁〝生設〝民〝〝〝務〝≡〝務 
局校　　課l　局　部】　　　課　　課　課　　課　　　　　課　　課　　課 

上典　塩　高　大久　大字　石嘉　又　徳帝　大　神幸　久　古　英　善　島　新　宮比　当 �氏 名 
江　　　　　　　栄 

原　間　川　洲　田　場　城原　日　数　吉　里河　城　山　地　高　謝　壁瀬袋垣　平東　山 

栄　永　恵　昌　守賢　久　　　夷盛　　慮．秀　吉　洋義　　　美　芳栄　友　政 
美　　　　　　美　　　　　　　　　男 

子　子　子　盛　徳栄　子　孝　護　孝　噸　実　子　子　朗　子　栄　馨孝　一　子幸　介　子　宏 

温厚　任保教新　厚　　　　　新税教　税新　　水企　住　　総　実理　教税 �旧 所 属 課 
手　健胃　　育　面　化育 警生民≡喜採生”〝〝採務芸者採”道程民〝務；設芸格 学　　　　務　済　夕務 

校課　謀課局　用　諜　　　　　用　課　局　課用　　課課　誅　　課l課　局　課 

催閲に㈲

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
育
て
、
活
力
あ
る
豊
か
を
町
を
と
、
か
で
な
ま

つ
り
は
、
八
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の
両
日
嘉
手
納
小
中
学
織
グ
ラ
ン
ド
を

主
会
場
に
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
ま
つ
り
は
、
ま
ま
つ
り
の
気
分
を
か
も
し
だ
す
た
め
、
エ
イ
サ
ー

と
盆
踊
り
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
官
族
そ
ろ
っ
て
ま
つ
り
に
参
加
し
、
秦

し
い
ま
ま
つ
り
に
し
た
い
も
の
で
す
。

な
お
、
八
月
三
十
日
午
後
一
時
よ
り
、
野
国
権
管
例
祭
（
三
七
五
周
年
）

を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
町
民
多
数
の
方
々
の
出
席
を
お
暇

い
申
し
上
げ
ま
す
。

か
で
な
ま
つ
り

実
施
要
綱

趣
　
旨か
で
な
ま
つ
り
は
　
「
豊
か
な
人

間
性
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
、
泊

力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
」
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
行
い
、
町
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
「
わ
が
ま
ち
」
と
い
う

認
識
を
深
め
る
と
共
に
町
民
の
連

帯
を
図
る
。

（
1
I
　
こ
の
ま
つ
り
は
、
町
民
共
通

の
心
の
ふ
れ
あ
い
の
鳩
と
す
る
。

闇
　
こ
の
ま
つ
り
は
、
＃
手
酌
の

民
俗
文
化
を
継
ネ
し
、
そ
れ
を

墓
に
、
新
し
い
町
民
文
化
を
創

造
発
展
さ
せ
る
増
と
す
る
。

㈱
　
こ
の
ま
つ
り
は
、
各
檀
産
業

団
体
の
連
帯
と
協
調
を
密
に
し

町
の
経
済
発
展
を
図
る
場
と
す

る。

主
　
催
か
で
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

町
役
場
、
町
議
会
、
教
育
委
員

会
、
町
商
工
会
、
町
農
業
血
同

組
合
、
各
区
自
治
会
、
各
学
校

町
婦
人
会
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
、

町
青
年
会
、
社
交
稟
癒
合
、
町

体
育
協
会
。

機
檀
・
協
i

嘉
手
納
∵
譲
吉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
・
沖
縄
電
力
・
沖
縄
タ
イ
ム
ス

琉
球
折
報
・
嘉
手
納
地
区
銀
行
協

会
・
オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル
・
コ
カ
コ

ー
ラ
・
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
・
コ
ザ
信

金
嘉
手
納
支
店
。

期
　
仰

昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
日
（
土
）

よ
り
三
十
一
日
　
（
日
）
　
二
日
聞

合
　
■
書
手
納
小
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

駐
車
場
の
利
用
脱
明
会

■
　
（
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
）

八
月
は
福
祉
年
金
証
書
の
提
出
を

八
月
は
、
福
祉
年
金
の
受
給
者
が

国
民
年
金
証
書
を
、
町
役
欄
に
提
出

す
る
月
で
す
。

こ
の
手
繰
さ
を
す
れ
ば
、
向
こ
う

一
年
間
の
椙
祉
年
金
が
受
け
ら
れ
る

か
ど
う
か
が
決
ま
り
圭
す
。
も
し
、

こ
の
提
出
が
お
く
れ
ま
す
と
、
次
の

十
一
月
支
給
分
の
橿
祉
年
金
を
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
年
金
は
、
一
定
績
以
上
の
所

得
が
あ
っ
た
り
、
他
の
公
的
年
金
を

受
け
て
い
た
り
す
る
と
、
支
給
を
停

止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
年
一
回
、
国
民
年
金
証
書
と
二
梓

に
「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
わ
け
で
す
。
提
出
の
と
き
、

必
ず
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。業
　
詳
細
に
つ
い
て
は

町
役
場
住
民
澤
へ
ど
う
ぞ

（
凰

昭
和
五
十
五
年
度

町
役
場
人
事
異
動

町
役
場
で
は
、
七
月
一
日
午
前
九

時
よ
り
、
新
採
用
を
含
む
二
十
五
名

の
職
員
人
事
異
動
に
よ
る
、
辞
令
交

付
式
を
本
庁
ロ
ビ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
は
、
去
る
六
日
に
行

わ
れ
た
技
能
、
技
術
嘘
の
採
用
試
験

に
合
格
し
た
方
々
で
、
今
回
新
た
に

採
用
に
な
っ
た
六
名
の
職
員
と
、
同

一
擢
勤
務
五
カ
年
以
上
の
職
員
を
対

象
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

異
動
及
び
所
採
用
さ
れ
た
職
貝
は

次
の
通
り
で
す
。



広報かでな

＼ �行　　　　●】i �唖　lM �場　所 

皐月 
18日⑩ �安　産　学　級 �ほ：30－15：00 �中央公民館 

1911⑳ 28日永 �両区モレt団檎診 安産学級 �9’卸一川●00 �南匡臼・’ムA 

13：30－15：00 �＿．什1こG 中央公民館 

9月 
311㊥ �母子保健推進欄会 �川：00、16：00 �中央公艮舘 

4　日＠ �上区集団検診説明会 �川：00、16：00 �1：区rI流会 

8日㈲ �ツベルクリン注射 �13：00－川：00 �中央公艮舘 

1011㊥ �ツ反判定・ 　BCG接種 �ほ：00－14：00 

1211⑨ �鴨写し食実習 �柑：30、16：00 �　ウ l：区l十流会 

1611㊥ �上　区　集団　検診 �9：卸－16：00 

19日㊥ �3才6カ月児健診 �13：30、15：00 �中央公艮館 

24廿⑱ �上区モレ集団棲診 �9：30、16：00 �巨匠日清会 

2611㊥ �1才6カ月児健診 �13：00－15：00 �中央公艮舘 
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由
今
月
の
健
康

保
健
衛
生
課

歯
み
が
き
の
習
慣
は
〇
歳
か
ら

手
足
の
汚
れ
に
は
気
が
つ
い
て
も

日
の
中
の
汚
れ
に
は
、
無
間
心
な
お

母
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。
食
べ
上

あ
と
の
U
の
中
は
、
食
べ
か
す
な
ど

で
大
変
汚
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
日
の
中

に
は
梓
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

食
べ
た
ら
歯
を
み
が
く
習
慣
は
、

〇
歳
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

前
歯
が
は
え
そ
ろ
っ
た
ら

水
を
含
ま
せ
た
清
潔
な
ガ
ー
ゼ

や
脱
脂
綿
を
指
先
に
巻
い
て
、
腑

の
哀
感
の
よ
ご
れ
を
軽
く
ふ
き
と

っ
て
下
さ
い
。

帖
暇
を
傷
つ
け
を
い
よ
う
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

誕
生
を
迎
え
た
ら

で
き
る
だ
け
、
朝
晩
の
二
回
は

お
母
さ
ん
が
、
小
さ
な
胸
ブ
ラ
シ

で
み
が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
ゥ

二
歳
を
す
ぎ
た
ら

的
ブ
ラ
シ
を
、
幼
児
の
お
も
ち

ゃ
代
わ
り
に
持
た
せ
、
．
人
で
み

が
く
準
備
を
始
め
ま
し
上
う
。

僻
み
が
き
粉
は
い
り
ま
せ
ん
）

不
充
分
を
と
こ
ろ
は
、
後
で
お
付

き
ん
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

僻
み
が
き
は
、
習
慣
づ
け
て
し
ま

え
ば
少
し
も
面
倒
な
こ
と
は
あ
り
ま

せん。一
人
で
上
手
に
み
が
け
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
五
歳
く
ら
い
に
在
っ
て

か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
お
は
さ

ん
が
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

卜
日
．
日
、
同
勢
調
花
の
行
わ
れ

る
日
で
す
。

川
勢
凋
花
は
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
、
正
午
こ

と
に
宰
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
ケ

回
は
卜
二
．
回
目
に
な
り
ま
す
。

（
■
董
項
目
）

判
女
の
別
、
川
竹
の
年
目
、
世
昔

構
戌
、
就
業
状
態
な
と
の
は
か
、
規

住
居
へ
の
入
り
時
期
、
通
勤
、
通
八
．
い

先
と
別
〓
す
る
ト
父
油
卜
段
な
ど
全
部

ぐ
．
．
卜
二
項
H
n

〈
■
董
A
V

凋
在
日
は
、
‖
流
会
、
婦
人
会
、

人
‥
・
い
隼
の
み
な
さ
ん
が
大
部
分
で
す

半
放
目
上
の
ガ
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

調
た
日
と
し
て
経
験
を
相
ん
だ
ベ
テ

ラ
ン
で
す
か
ら
、
わ
か
ら
な
い
点
は

ハ
八
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
J

凋
正
目
は
、
九
日
二
卜
四
日
か
ら

ー
ト
日
ま
で
の
周
に
、
み
な
さ
ん
の

こ
宮
越
を
訪
問
し
、
劇
七
几
噌
小
を
お
配

り
L
ま
す
。

こ
記
入
い
た
だ
い
た
凋
克
票
は
、

卜
日
．
‖
～
左
目
の
問
に
凋
来
1
L
H
が

お
伺
い
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
時
お
渡

し
／
、
だ
さ
い
。

な
お
、
凋
度
目
が
お
伺
い
す
る
時

十
月
一
日
は
国
勢
調
査

記
入
は
黒
鉛
筆
で
〃
‥

州
に
留
守
だ
っ
た
り
、
調
発
禁
を
虎

撲
凋
在
日
に
提
出
す
る
の
が
㈹
る
と

∵
？
〃
は
、
や
わ
に
川
努
凋
在
机
「

侍
ま
で
こ
通
路
く
だ
さ
い
▼
。

《■壬幕）

こ
記
入
い
た
だ
い
た
調
だ
票
は
、

川
へ
総
理
府
痛
点
局
）
　
に
集
め
ら
れ

そ
の
ま
ま
光
．
‥
√
式
マ
ー
ク
読
昭
袋
帯

と
い
う
機
械
に
か
け
て
仏
∬
さ
れ
ま

こ
の
職
織
は
、
丈
八
．
r
が
わ
く
か
ら

は
み
出
し
て
い
た
り
、
凋
七
几
票
が
析

わ
た
り
、
州
が
り
た
り
、
汚
れ
て
い

た
り
す
る
と
、
1
1
三
確
に
読
み
耶
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
人
目
が
あ
り
ま
す
の

ぐ
、
卜
分
こ
注
蓮
く
だ
さ
い
。

な
お
、
筆
記
〓
具
は
必
ず
　
「
黒
鉛

や
】
を
お
使
い
く
だ
さ
る
よ
う
わ
麒

い
し
ま
す
。
万
年
職
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

は
、
た
と
え
黒
で
も
絶
対
に
ご
使
川

に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

黒
鉛
堰
以
外
は
　
〝
読
収
装
置
″

が
作
動
し
ま
せ
ん
。


